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　８月１８日、全国漁連海面魚類養殖業対策協議会
（会長：坂本雅信全漁連会長）が農林水産省を訪問。
　山本啓介農林水産大臣政務官及び藤田仁司水産庁
長官と面会し、①餌飼料対策の拡充・強化②人工種
苗等新たな開発に対する支援③赤潮・魚病等に対す
る発生対策について要望した。
　養殖の主要な県の漁協の代表者や全海水等から１
０名が出席し、本県からは中根組合長が同席。組合長
が「こういった厳しい時期を乗り越えるためセーフ
ティーネット事業の拡充を」と訴えた。

第６回理事会を開催
　8月31日の総会終了後、理事会が開催された。審議の
結果等は以下のとおり。

【議案】
第１号議案　組合員の異動について→計11名の組合員
の異動（新規加入、資格変更）が承認された。
第２号議案　農林水産業燃油・物価高騰対策緊急支援
事業の協同利用施設の整備について→計10箇所の船揚
げ施設の改修が承認された。
第３号議案　令和8年度大分県沿岸漁業振興特別対策事
業（追加）→ロインカット機購入が承認された。
第４号議案　業務規程(購買事業規程・購買未収金与信
要領・購買事業員外取引細則)の一部改訂について→購
買事業の与信限度額の増額等の規程案が承認された。
第５号議案  給与規程の一部変更について→初任給の
引き上げる規程改定案が承認された。
第６号議案　マネロン対策にかかるリスク評価書およ
びリスク総括表の改正について→リスク評価書等の改
正案について承認された。
第７号議案　理事との融資契約について→採決せず、
臼杵支店の運営委員会で協議することになった。
第８号議案  令和9年度（改選期）地区漁業運営委員定
数の見直し並びに地区漁業運営委員会の日当の統一に
関する方針について→議論の結果、採決せず、再度検
討することになった。
第９号議案  総会の部会の開催について（臼杵支店）
→9/8に開催することが承認された。
第10号議案  遊休資産（土地）の売却について→一定
の条件で、組合長専決で手続することを承認。
【協議・報告事項】
①米水津はまち養殖漁業生産組合の収支状況について
②余裕金の運用状況報告について
③その他　農林水産祭：10/17，10/18　別府市にて
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「海の日」海事関係功労者表彰
中根組合長が第七管区海上保安部長表彰を受賞

　7月22日、北九州市において、九州運輸局、九州地方整
備局、第七管区海上保安部など６団体による「海の日　海
事関係者功労者表彰式」が開催された。
　これは６部門（優良船員、港湾建設の振興、海をきれいに
するための協力他）で功績のあった方々を、海の日に併せ
て表彰するもの。
　国道交通大臣の式辞（代読）のあと、海上における人命
財産の救護や海上保安思想の普及と海上保安業務の発
展等に尽力したとして、中根
組合長が「第七管
区海上保安部長
表彰」を受賞し、
大達弘明本部長
から感謝状が贈
呈された。

国に魚類養殖経営安定対策を要望
全国漁連海面魚類養殖業対策協議会

山本政務官 藤田長官


